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平
成
二
十
六
年
度
定
時
総
会

五
月
三
十
日
（
金
）、
五
泉
市
福
祉
会
館
に
於

い
て
出
席
会
員
一
九
五
名
、
委
任
状
の
提
出
者

三
七
六
名
の
も
と
、
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
藤
塚
理
事
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
い
て
五
泉
市
長
の
代
理
で
五
十
嵐
副
市

長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
表
彰
規

程
に
基
づ
き
、
永
年
役
員
五
名
、
永
年
会
員

二
十
年
表
彰
者
二
名
、
十
年
表
彰
者
三
十
九
名

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
二
十
年
表
彰
会
員
江
口

祥
二
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
議
長
に
泉
町
の
塩
原
和
夫
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
定
足
数
の
報
告
の
後
、
次
第
に
基

づ
き
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
五
年
度
収
支
補
正
予
算
」
の
報

告
の
後
に
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
五
年

度
決
算
報
告
」
及
び
「
監
査
報
告
」、
第
三
号

議
案
「
役
員
の
選
任
」
に
つ
い
て
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
「
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
」、「
平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算
」
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
、
報
告
事
項
並
び
に
各
議
案

と
も
原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
異
議
な
く
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
が
退
任
の
後
、
中
山
副
理
事
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
、
総
会
は
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

◆
新
役
員
紹
介
◆
―
―
―
―
―
―
―
―
◆

　

理
事
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
中
山
林
一

副
理
事
長
、
落
合
英
昭
理
事
、
中
山
良
雄
理
事
、

岩
沢　

健
理
事
、
遠
藤
林
一
郎
理
事
、
丸
山
巌

理
事
、
原
田
昭
雄
監
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
お
い
て
藤
塚
理
事
長
が
再
任
さ

れ
、
新
た
な
役
員
体
制
が
構
成
さ
れ
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

役
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

理
事
長　

藤
塚　

忠
一

　

副
理
事
長　

布
施　
　

勝
（
新
）

　

常
務
理
事　

山
田　
　

豊

　

理
　
　
事　

熊
倉　

淳
也
（
新
）

　
　

〃　
　
　

落
合　

一
雄
（
新
）

　
　

〃　
　
　

加
藤　
　

登
（
新
）

　
　

〃　
　
　

佐
野　

昌
保
（
新
）

　
　

〃　
　
　

五
十
嵐
敏
夫

　
　

〃　
　
　

笠
原　

久
良

　
　

〃　
　
　

吉
田　

光
政

　
　

〃　
　
　

高
橋　

和
夫

　
　

〃　
　
　

塩
原　

和
夫
（
新
）

　

監
　
　
事　

吉
田　

幸
平
（
新
）

　
　

〃　
　
　

木
村　

健
弥
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●●新役員・各委員の顔ぶれ●●
役　　職 番　号 氏　　　名 総務委員会 安全・適正

就業推進委員会
事業活動
推進委員会 広報委員会 備　考

理 事 長 1359 藤　塚　忠　一 委員長
副理事長 3118 布 施 　 勝 副委員長
常務理事 山 田 　 豊 ● 事務局長兼務
理 事 熊 倉 淳 也 ● 高齢福祉課長

〃 2462 落 合 一 雄 副委員長
〃 2410 加 藤 　 登 ● 委員長
〃 1373 佐 野 昌 保 副委員長
〃 1522 五 十 嵐 敏 夫 副委員長
〃 3315 笠 原 久 良 ● 委員長
〃 1711 吉 田 光 政 ● 委員長
〃 1425 高 橋 和 夫 副委員長
〃 1393 塩 原 和 夫 副委員長

監 事 1552 吉 田 幸 平
〃 3532 木 村 健 弥

会 員 2520 中 山 　 進 ●
〃 3198 安 中 　 武 ●
〃 3254 三 好 照 吉 ●
〃 3333 萬 歳 靖 夫 ●

地域班長 1796 河 合 敏 彦 ●
〃 2294 斉 藤 竹 四 ●
〃 3190 加 藤 節 男 ●
〃 1169 五 十 嵐 欣 司 ●

会 員 1213 松 田 久 万 吉 ●
地域班長 2505 安 中 建 夫 ●

〃 3103 渡 部 孝 明 ●
〃 3335 早 川 幸 雄 ●

会 員 3493 森 　 福 太 郎 ●
〃 1564 奥 村 淑 江 ●
〃 2446 樋 口 安 子 ●
〃 3246 西 村 　 蕃 ●

事 務 局 二 野 宮 悦 子 ● ●
〃 伊 藤 信 之 ● ●
〃 斎 藤 直 樹 ●
〃 宮 嶋 敦 也 ● ●
〃 山 崎 　 恵 ●

◆
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
◆
―
―
―
―
―
―
―
―
◆

　

安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
毎
月

２
回
（
冬
期
間
除
く
）、
屋
外
作
業
を
中
心
に

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
16
日（
水
）

の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
作
業
会

員
に
対
し
、
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て

と
、
傾
斜
が
あ
る

場
所
だ
っ
た
の
で

転
倒
に
注
意
す
る

よ
う
、
安
全
指
導

を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

【
全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

◎
見
逃
す
な　

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ　

あ
の
経
験

【
新
潟
県
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

◎
安
全
は　

基
本
作
業
の　

積
み
重
ね

◎
い
つ
の
日
も　

増
や
す
仲
間
と

　

減
ら
す
事
故　

　

平
成
26
年
度
以
降
３
年
間
継
続
の
安
全
就
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
合
言
葉
に
、
日
頃
か
ら
安
全

就
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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●●地域班長名簿●●

五
泉
地
域

地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域
0101 金 子  務 横町・本町一部・南本町一部 1801 五十嵐欣司 町屋

0201 夏 井 兼 策 本町５～６ 1901 渡 辺 英 治 船越・羽下・四ヶ村・下条

0301 藤塚三四四 南本町 2001 五十嵐利英 中川新・菅出・早出端・東四ツ屋

0401 林 　 雅 実 吉沢・駅前 2101 井 野 勝 雄 四ツ屋新・土堀・猿和田

0501 小熊弘一郎 寺沢 2102 伊 藤 勝 市 四ツ屋新・土堀・赤羽・東栄町

0601 菊　地　明　男 泉町 2201 皆 川 金 一 丸田

0602 丸 山 　 巌 宮町・本町一部・馬場町・錦町 2301 広 瀬 吉 美 山崎・小熊

0701 外 石 利 雄 東本町・旭町・郷屋川・学校町・大川前 2401 神 田 栄 造 橋田・門前・寺本・四十九

0801 赤 澤 隆 三 伊勢の川・北五泉駅前・白山 2501 林 　 弘 夫 曙町

0901 渡 部 孝 明 赤海１ 2601 山 崎 武 久 土深・石倉 ･ 荻曽根

0902 河 合 敏 彦 赤海２ 2901 伊 藤 秀 栄 宮古・尻上・西四ツ屋・大沢

1001 松田賢榮門 三本木（上）一丁目～二丁目 3001 伊 藤 紀 雄 馬下（上）

1101 長谷川義一 三本木（下）二丁目～ 3101 井 野 元 守 馬下（下）・佐取

1201 佐 野 昌 保 太田・善願 3201 目 黒 　 忠 緑町

1301 安中十四光 能代・二ツ柳・若宮町 3301 熊 倉 俊 栄 尾白・荻野島・笹堀・小搦・小流・小山田

1401 二 宮  新 咲 川瀬 3501 高 内 和 夫 水島町

1601 伊 藤  右 近 木越・白山団地 3701 齋 藤 一 良 論瀬・一本杉・高山

1701 今 井  豊 作 今泉・泉田 2801 その他地域 中野・大蔵

村
松
地
域

地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域

0001 川 瀬 真 一 大蒲原・牧・高松 0008 早 川 幸 雄 寺町・新町・城町・学校町

0002 布 施 　 勝 青橋・刈羽・笹野町・中名沢 0009 加 藤 　 登 春日・新道・御徒士町

0003 安 中 建 夫 十全・戸倉 0010 斉 藤 竹 四 仲丁・新丁・城下

0005 塚 野 精 一 矢津・矢津川 0011 山 田 雄 晃 日の出町・愛宕・八幡

0006 松 尾 昭 一 阿弥陀瀬・夏針・番坂 0012 加 藤 節 男 本田屋・宮野下・木越

0007 酒 井 武 夫 川内・暮坪・笹目 0013 新 保 勝 雄 石曽根・新田町・小新保

◆
第
21
回
１
日
除
草
奉
仕
デ
ー
◆
―
―
―
―
◆

　

７
月
19
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
草
が
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
、
順
延
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
21
日
（
月
）
に
再
度
開
催
に
も
関

わ
ら
ず
、
136
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
変
暑

い
日
で
し
た
が
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

『
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
』
発
足

　

�　

会
員
の
交
流
、
仲
間
づ
く
り
と
健
康
維
持

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
会
場
ま
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

会
場
：
総
合
会
館
多
目
的
練
習
場

　
　

日
時
：
月
・
水
・
金　

９
時
～
12
時
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２
月
12
日
（
水
）、
五
泉
市
福
祉
会
館
に
於

い
て
、
新
発
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
取
締
役
部
長 

時
田
一
成
様
を
講
師
に
、
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
「
腸
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
イ
ズ
や
体

操
を
交
え
、
楽
し
い
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

　

６
月
４
日
（
水
）、
初
心
者
向
け
の
庭
木
手

入
れ
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

庭
木
班
長
を
講
師
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
剪
定
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　

庭
木
に
興
味
が
あ
る
会
員
76
名
が
参
加
し
、

熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
（
金
）、（
公
社
）
新
潟
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
幹
の
菅
井
隆
志
様
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
役
員
及
び
地
域
班
長
を
対

象
に
、
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
移
行
後
に
お
け
る
責
務
と
役
割
及

び
法
人
と
し
て
安
全
、
適
正
就
業
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
　
演
　
会

講
　
習
　
会

研
　
修
　
会
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編
集
後
記

事
務
局
だ
よ
り

お
く
や
み

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

泉　

善
一　

様　
（
中
川
新
） 

平
成
26
年
１
月

　

馬
場　

優　

様　
（
四
十
九
） 

平
成
26
年
３
月

　

菅
原
和
夫　

様　
（
土　

堀
） 

平
成
26
年
６
月

　

皆
川　

勉　

様　
（
本
町
二
） 

平
成
26
年
７
月

早
す
ぎ
た
逝
去
を
悼
み
つ
つ
し
ん
で

　
　
　
　
　
　
　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

配分金振込予定日 
H26 年度分

（Ｈ 26.7 月分～Ｈ 27.3 月分）

7 月分 … 8 月 15 日（金）
8 月分 … 9 月 12 日（金）
9 月分 … 10 月 15 日（水）
10 月分 … 11 月 14 日（金）
11 月分 … 12 月 15 日（月）

平成27年
12 月分 … 1 月 16 日（金）
　平成27年
1 月分 … 2 月 13 日（金）
2 月分 … 3 月 13 日（金）
3 月分 … 4 月 15 日（水）

　

55
歳
以
上
の
高
齢
求
職
者
を
対
象
に
、
技
能
講

習
と
合
同
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

五
泉
会
場
で
は
、
介
護
補
助
員
講
習
（
介
護
基

礎
）
を
開
講
し
ま
す
。

介
護
補
助
員
講
習
会

　

日
程
：
11
月
21
・
25
・
26
・
27
・
28
日
（
５
日
間
）

　

定
員
：
16
名

受
講
資
格

　

55
歳
以
上
の
人
で
全

日
程
受
講
で
き
、
面
接

会
に
参
加
で
き
る
人

　

詳
し
い
こ
と
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平成26年度　6月末事業実績

本年度 前年同期 前年対比

会 員 数 746人 766人 20人減

受 託 件 数 1,669件 1,709件 40件減

就業実人員 520 人 532 人 12 人減

就 業 率 69.7 ％ 69.5 ％ 0.2 ポイ
ント増

延 日 人 員 16,688人日 16,954人日 266人日減

契
約
金
額

配 分 金 66,432,764 円 67,064,201 円 99.1 ％

事 務 費 4,708,436 円 4,747,155 円 99.2 ％

材 料 費 3,249,479 円 3,253,902 円 99.9 ％

合 計 74,390,679 円 75,065,258 円 99.1 ％

事 故 発 生 状 況
≪傷害事故≫� 平成 25 年 11月1日以降　平成 26 年 7月31日現在
年
齢
性
別
事故発生
日時

作業
内容

傷害
部位 事故の概要

74 男 1月11日
11：20

公園
管理 頭部

公園入口のロープを取外すとき、凍結した路面で
滑り転倒し左側頭部を強打、脳震盪を起こした。
通院したが異常なく様子見となった。4 月 13 日
右半身に違和感があったため受診し硬膜下血腫の
ため入院となった。

72 男 3月18日
16：00

庭木
冬囲い
取外し

頭部

平地で作業中、後方に移動したときつまずき仰向
けに転倒し、後頭部及び右ひじを地面（アスファ
ルト）に強打した（ヘルメット着用）。翌日整形外
科へ行ったが異常なし。5 月に入り目まい等があ
ったため北日本病院へ通院。手術となった。

66 男 6月16日
9：40 転倒 右ひざ

自転車で総合会館に向かう途中、交差点でタイヤ
が溝にはまり転倒。やまむら整形外科で受診、右
ひざ骨折（皿が割れた）。翌日、新潟中央病院に入
院したが新潟医療センターへ転院し手術を行った。

北シ協の定期総会に出展
　７月10日（木）オークラホテル新
潟に於いて、北信越シルバー人材セ
ンター連絡協議会の定期総会があり
ました。当センターは、「お茶の間
サロン」で高齢者に指導しているお
りがみ作
品を出展
し、活動
を紹介し
てきまし
た。

平
成
26
年
度
Ｓ
Ｐ
技
能
講
習
会

　

平
成
26
年
４
月
１
日
、
今
ま
で
五
泉
と
村
松
に

あ
っ
た
二
つ
の
事
務
所
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新

し
い
役
員
７
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、

委
員
の
交
代
も
あ
り
、
26
年
度
は
新
し
い
顔
ぶ
れ
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
た
ち
広
報
委
員
会
も
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
皆
様

へ
の
情
報
発
信
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
一
同
）


